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中央ゼブラゾーンって何？
車で走っていると、道路中央に描かれた細長いしま模様「ゼブラゾーン」をたまに見かける。普通の中央線とは何か違う意味があるのだろうか？いったん気になりだしたら治まらない。「変なことが気になる男だな。わからなかったら、調べてこい」という先輩記者の指示で街へ出た。(伊藤剛寛)

福島県いわき市の中心部にに、延々と続くゼブラゾーンがあるという情報が入った。
早速、特急列車に乗り込んで現場に向かった。駅にほど近い国道6号線に出ると、道路の中央に車一台分ほどの幅のしま模様が延びている。
歩道橋があったので、上から車の流れを観察した。道路の両側には店舗や娯楽施設、事務所の駐車場などが並んでいる。右折して店舗に入ろうとする車が、いったんゼブラゾーンに入って曲がっていく光景を次々目にした。後続の車は、前の右折車が進路をふさがないため停車する必要はない＝図①参照＝。

「なるほど、キーワードは右折か。考えたな」、

道路を管轄する国土交通省わき東北地方整備局磐城国道事務所に経緯を聞いた。
「我々は、中央ゼブラゾーンと呼んでいます。このエリアは右折車による渋滞や追突事故が多かったため、昨年、地元の警察と協議の上、このような対策を取りました」。
と副所長の黒川正信さん。
交差点など一部を除き、路肩や車線の幅を少しずつ狭くし、総延長約一・四キロの道路に幅一・五メートルのゼブラゾーンを確保した。

探偵がこれまでに目撃した中央ゼブラゾーンぱ、埼玉県や群馬県内など。「路肩を狭くすることで、違法駐車を防げる」(埼玉県)など複合的な効果も狙えるようだ。
「各地の道路で採用されるケースが増えているようですが、検証はまだ進んでいないのが現状です。今後、効果や安全性などについて調べたいと考えています」と黒川さん。
市民へのアンケートの結果はおおむね好評という。

ここでいったん先輩に報告した。すると「ゼブラゾーンは車を乗り入れたらいけないと、確か教習所で教わらなかったか?」。
しまった、即答できない。再び、磐城国道事務所に聞くと「確かにそう思って、右折の際にゼブラゾーンの外側で停車するなど、一部には誤解もあるようです」。
さらに警察庁に問い合わせてみた。いわき市の中央ゼブラゾーンは「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令」という内閣府・国土交通省令に基づき、交通を円滑にするための「導流帯」と呼ばれるものに当たるという。停車を禁じている消防署前などのゼブラゾーンとは、性格が異なるという。

法的な解釈はややこしいが、混乱を防ぐには、中央ゼブラゾーンは右折のためのゾーンであることを広く知らせることが第一歩だろう。

一人納得しながら、帰社すると先輩が「交差点の手前の右折レーンでよく見かける短いゼブラゾーン＝図②＝に移ってから右折車線に戻ろうとすると、ゼブラゾーンの上を直進してきた後続車に抜かれてしまったという。

「まじめなドライバーがバカを見るなんて」と思いながら、再び警察庁に問い合わせてみると、意外な答えが。「乗り入れることは好ましくない。ただし、罰則はありません」と言う。

「運転マナーの問題にも関係してくるな」とひとりごちながち、右面の報告書をまとめた。ゼブラゾーンと右折の問題は意外と奥が深い。頭の中を今も、しま模様が巡っている。

報告書

【証言】交通規則乱す恐れも

交通問題評論家・矢橋昇さんの話

車の右折対策は、渋滞や事故など交通問題の大きなポイントのひとつ。「中央ゼブラゾーン」ほ限られた道路のスペースを効果的に使う工夫の一つとは言える。ただし「ゼブラゾーンには乗り入れたり、停車したりしない」という交通ルールの原則が崩れる懸念もある。

各地で右折レーンの増設なども進んでいるが、通行量に見合っていないため右折待ちの車がはみ出し、結局渋滞を招くなどのケースも多い。

ドライパーのマナーも影響を与えている。信号が黄色でも、交差点に突っ込んでくる車が何と多いことか。 結果、右折できる台数が減ってしまう。脇道へ右折しようとする車で渋滞している場合は、道路の状況によって、対向車線の直進車がスピードを落とし、右折車に道を譲ることもできる。

信号サイクルの工夫や、企業や市民が車を使う回数を少しずつ減らす努力などを続けていく必要がある。

【データ】 右折レーンで事故減

右折レーンの設置が事故減少に効果があるというデータがある。

警察庁などは1996年から、全国の事故多発地点約3000か所を対象に、右折レーンの設置や道路照明の改良などの対策を行った。これを受け、財団法人「交通事故総合分析センター」(東京)は、対策前(1990-93年)と、対策後(96-200O年)のそれぞれの年平均の事故件数を比較した=グラフ=。

右折レーンを設置した27か所では、事故件数が全体で年平均141.3件から87.6件へと約4割減少した。右折時の事故のほか、車の流れがスムーズになり追突事故も減った。

【余談】　左折ばかりの初心者時代

免許取り立てのころ、右折が苦手で、交差点を通り過ぎた後、一区画左折を繰り返して、目的地に向かった経験がある。

運転歴十数年になり、さすがにそういうことはなくなったが、運転の慎重さや、他の車や歩行者に対する気遣いはかつてに比べどうだろう。

自宅近くで、他県ナンバーが前を迷いながらのろのろ走っているとイライラしてしまう。つい身勝手になることを反省。

免許を持っていない学生のころ、友人の車に乗せてもらった。ドライブは楽し知ったが、歩行者を邪魔者扱いする友人の態度が不快だったことをふと思い出した。自戒しなくては。
